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研究成果の概要（和文）：本研究では、戦国時代の政治や文化を支えた「知」のありようについて、百科全書的
な特徴を持つ文芸作品の生成と武家故実の関わりという視点から解明した。具体的な成果としては、以下のとお
りである。１．室町時代に成立した『ｱｲ嚢鈔』の本文分析をもとに、武士に影響を与えた『太平記』の享受や、
定説とされていた『三国伝記』との関係について、新たな知見を示すことができた。２．武家の儀式の際に『吾
妻鏡』や「軍書」が飾られていた記録から、部屋飾りの書物が儀式の場を意味づける役割を果たしていた可能性
を指摘した。３．戦国時代に制作された「源平合戦図屏風」の中に、当時武士に愛好された能の影響が見られる
ことを指摘した。

研究成果の概要（英文）：I researched about the issue that encyclopedic "knowledge" affected the 
politics and culture of the Sengoku Period Japan. Especially, I proved that encyclopedic literature 
works had had a great influence on the samurai family society. The result of the study is following 
these three points.
1. I performed the text analysis of "AINOUSHO" which written in Muromachi era. And then, I showed a 
new viewpoint about the issue how "TAIHEIKI" was read at that time. In addition, I pointed out that
 "AINOUSHO" might not be affected from "SANGOKUDENKI" unlike a common view. 2. I discovered the 
record that a samurai of the Edo era displayed "AZUMAKAGAMI" and "GUNSHO " in the room at the time 
of ceremony. And I discussed about the influence that a displayed book gave the place of the 
ceremony. 3. I found that influence of the Noh-play was seen on "GENPEI-KASSENZU Byobu " produced 
for the Sengoku period. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、戦国時代に書かれた武家故実と中世の文芸との関係について、百科全書的な特徴を持つ文学作品の分
析をもとに論じたものであり、中世から近世にかけて形成された武士の価値観に文学が与えた影響を解明しよう
とする点に学術的な意義がある。また、江戸時代という比較的安定した社会を築いた武士が、文学によって知識
や規範を身につけていった事実を示すことは、文学の社会的役割を見直す上で重要な意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

申請者はこれまで、科学研究費補助金による研究で、中世後期に編纂され、主に戦国時代
に享受された「百科全書的テキスト」をテーマに研究を進めてきた。 

まず、「中世後期成立の百科全書的テキストに関する基礎的研究」（基盤研究（C）平成 21
年～23 年、課題番号 21520226、代表者：小助川元太）では、百科全書的な編纂物のありか
たを中世特有の一つの表現様式と捉え、それらに共通する特徴を洗い出し、整理する作業を
行うと同時に、それらの編者を取り巻く環境に関する調査を行った。 

続く「中世百科全書的テキストの成立基盤に関する総合的研究」（基盤研究(C)平成 24 年
～26 年、課題番号 21520226、代表者：小助川元太）では、研究の対象を百科全書的な編纂
物から、百科全書的な特徴を持つ物語群へと広げ、それらの生成や享受の問題を解明するべ
く調査を進め、それらに共通する特徴や傾向を洗い出す作業を行った。 

さらに、「中世後期における百科全書的文芸と武家故実の相関性に関する基礎的研究」（基
盤研究(C)平成 27 年～29 年、課題番号 15K02216、代表者：小助川元太）では、中世後期
に成立した、百科全書的な特徴を持つ物語や編纂物、随筆などを「百科全書的文芸」と捉え
直し、それらに見られる記述と、主に武家家訓に書かれる主張を比較検討し、百科全書的な
文芸の生成に武家の学問が深く関わっていた可能性を指摘した。 

そこで、本研究では、これまでの研究を踏まえながら、「戦国時代に、なぜ百科全書的な
特徴を持つ文芸作品が現れたのか」という本質的な問題を、戦国時代における武家故実との
関わりの中で解明することとした。 
 
２．研究の目的 

本研究の主たる目的は、応仁の乱から織田信長による天下統一までの、いわゆる戦国時代
における政治や文化を支えた「知」のありようや意味といった問題を、百科全書的な特徴を
持つ文芸作品群の生成と戦国時代における武家故実との関わりという視点から総合的に解
明していくことにある。 
 
３．研究の方法 

本研究では、 (1) 『壒囊鈔』の研究、 (2) 武家故実と百科全書的文芸の関係に関する研
究、(3)武家故実の背景にある宗教や思想、文化に関する研究という３項目を柱として研究
を進めた。 
⑴『壒囊鈔』の研究   
申請者が発見した新出の東大資料編纂所蔵徳大寺家旧蔵本『壒囊鈔』は、最も古い書写奥

書（弘治４年〈1558〉）を持つテキストであり、『塵添壒囊鈔』の成⽴に近い時期に書写され
たテキストである。『壒囊鈔』享受や『塵添壒囊鈔』の成⽴、同時代の百科全書的文芸との
関わりなどの問題を解明するのに重要な鍵となるテキストであると思われる。本研究では



翻刻作業と並行して、記事や説話の典拠とされている他の文芸や仏典等との比較作業や書
写奥書の内容に関わる調査などを行った。 
⑵武家故実と百科全書的文芸の関係に関する研究 

戦国時代における百科全書的文芸の流行という現象の背景を解明するために、当時の武
家の社会的立場や彼らが生み出した独自の文化を、より多角的、総合的な視点から捉え直す
こととした。そこで、たとえば能阿弥『君台観左右帳記』、相阿弥『御飾記』、織田有楽斎『文
禄三年前田亭御成記』などの描かれる部屋飾りの方法や、その背景にある茶道・立花・絵画
などの世界にまで拡げ、百科全書的文芸の内容が、戦国時代に広まった武家故実の世界とど
のような重なりを見せるのか、あるいは、百科全書的文芸そのものが武家故実の世界でどの
ような位置づけにあったのかということを解明しようとした。 
(3)武家故実の背景にある宗教や思想、文化に関する研究 

百科全書的文芸作品が享受された戦国時代から江戸時代にかけての文化事象と武家故実
との関係について、宗教や思想、そして絵画や芸能といった文化の側面から明らかにする研
究を行った。 
 
４．研究成果 
⑴『壒囊鈔』の研究 

東大史料編纂所本『ｱｲ嚢鈔』の翻刻作業は終了しなかったが、本文分析をもとに、武士に
影響を与えた『太平記』享受の一端や、定説とされていた『三国伝記』との関係について、
新たな知見を示すことができた。 
⑵武家故実と百科全書的文芸の関係に関する研究 

武家の儀式の際に『吾妻鏡』や「軍書」の類が飾られていた記録や地方の大名家の文庫に
豪華な装幀の『太平記』『保元物語』『平治物語』『吾妻鏡』等が残されていたという事実を
もとに、部屋飾りの書物が儀式の場を意味づける役割を果たしていた可能性を指摘した。 
(3)武家故実の背景にある宗教や思想、文化に関する研究 

中世以降の武家に影響を与えた八幡信仰について、その根本となる『八幡愚童訓』の諸本
比較と分析から、現存する『八幡愚童訓』には足利幕府を意識した内容が含まれていること
を指摘した。また、伊予国の八幡信仰に関わる伝承をもとに、中世から近世にかけて「武」
が実質的な武力から、文化としての「武」へと変わっていく様相の一端を明らかにした。さ
らに、戦国時代から江戸時代初期に制作され、大名家に伝えられた「源平合戦図屏風」の中
に、『平家物語』以外の要素として、当時武士に愛好された能の影響が見られることを指摘
した。 
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